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同種移植腎においては 2日日ごろからリンパ球単球を
主体とする単核細胞が毛細血管内皮細胞の扇平部を中心
に附着し，しだいに間質へ浸潤，増殖した。毛細血管に
は内皮細胞の基底膜よりの離聞が進行し，基底膜は蛇
行，消失し，同時に内皮細胞の扇平部が消失し，出血も
見られた。これらの変化は細胞浸潤，増殖の程度と平行
する。そして，ついには毛細血管はその構造を失うまで
に崩壊する。蛍光抗体法を用いて観察すると，毛細血
管，細小動脈に免疫グロプリンの沈着は見られなかっ
た。以上より，自rstset rejectionが移植腎組織，こと
に毛細血管と recipient由来の細胞との間の相互作用に
よる崩壊にあると考えられる。 
18.同種材料による静脈移植の研究
宮内好正，島 毅，古謝景春(ー外)
静脈移植は血管外科に残された最大の問題である。移
植片として自家静脈が良いとされているが十分な内径と
長さを有する自家静脈の採取にはおのずから限界があ
る。そこでわれわれは同種管状臓器による上下大静脈移
植を検討したので報告する。
検討材料は (1)同種新鮮静脈， (2)かpropiolactone
消毒同種静脈， (3) s-PL処理同種気管および (4)テト
ロン人工血管の 4群で，同種材料群では蛍光抗体法によ
り免疫学的反応をも検討した。
結果:人工血管群では 5例中 3例が 2週以内に閉塞し
たが早期血栓形成をまぬがれたものは I年以上生存開通
している。
同種組織を用いた 3群には 2週以内の閉塞はなく， 4 
，.12ヵ月の長期観察では同種気管群 100%，新鮮静脈群 
80%，s-PL静脈群 60%の開存率であった。免疫学的
反応の点ではいずれの群も軽度で、あり，差は認めなかっ 
T乙。
同種気管が最も有望であると考えられる。 
19.抗白血球正常抗体の性状について
三好武義，大和田耕一(浦賀ドック病院外科) 
20.手術前後における循環血液量の変動
松山迫也，綿引義博，水口公信
(国立がんセンター麻酔科)
われわれは出血に対して同量の各種補液を行ない，手
術前後の循環血液量を Volemetronにより測定，適切な
補液投与量について検討を加えた。対象は乳癌根治術を
行なった 62例である。
①術前の循環血液量 (B.V.)は， p31 RISAを指示
薬としたものは，平均 72.3mljkg，循環血繋量 (P.V.)
は平均 41.8mljkg，Cr51 を赤血球に標識し，p25 RISA 
と同時に使用したものでは， B.V.は平均 59.2mljkg， 
P.V.は平均 39.9mljkgとなった。
②体重あたりの B.V.(Y)と，肥満度 (X)との関係
は， Y=121.31-33.65X (r=-0.78)なる回帰直線で
表現される。ただし Xは Rohrer指数で表示。 
③ 出血率 20%以上のものについて，術後 B.V.保
持の面からみると，低分子デキストラン 92.7%，ゼラチ
ン製剤 89.5%，生食 79.6%，乳酸加リンゲ、Jレ75.0%と
なり，コロイド群が B.V.保持の点ですぐれている。 
④ B.V.保持のためには， 電解質溶液で出血量+術
前 B.V.の20%以上，コロイド群で出血量+術前 B.V.
の 10%以上の補液投与が望ましい。 
21.心理テストからみた麻酔前投薬の研究 
0水口公信，綿引義博，松山迫也
(国立がんセンター麻酔科)
麻酔前投薬の目的は手術前の不安，緊張をのぞくため
にあり，近年各種の minortranquilizerが使用されて
ドる。これら薬剤が前投薬のスクリニングに用いる場合
には患者の不安，尺度を知る必要がある。そこで MAS 
(Manifert Auxiety Scale)松山，黒田氏精神調査法を
併用した。国立ガンセンターのがん患者 167名を対象
に，コントロールに厚生年金病院非がん患者を選んだ。
がん患者は高不安群が多く， MAS平均得点、も高い。疾
病感，手術の恐れも特異な精神尺度を示した。また性別，
年令，疾患，がん進行度とも密接な関係がある。次にこ
れら不安得点と前投薬による鎮静効果との関係を検討す
ると Diazepam10 mg，筋注後， 高不安群は約半数が
効果なく，そのほかの群では約 80%が鎮静効果良好で、
ある。疾病感，手術の恐れも平均得点以下の低い群では
鎮静良好であり，統計的に有意の差を認めた。以上の成
績から不安得点と態度尺度は前投薬を行なう場合に一つ
の指標を与えると考える。 
22.各種吸入麻酔剤による副腎皮質機能 
0綿引義博，水口会信，松山迫也
(国立がんセンター麻酔科)
麻酔および手術侵襲によって副腎皮質機能のうける影
響をほぼ同一の手術侵襲といえる胃切除施行例でGOF， 
GOP，GOE群についてそれぞれ老年者群，若年者群に
わけ検討した。 PlasmaCortisol変動からみると GOF
群では老年者群が麻酔終了時から回復室収容時，その値
の上昇が大でその傾向が持続する。 GOP群では変動お
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よび両群の差異は少ない。 GOE群では GOP群に傾向
は類似している。尿中の 17圃 OHCSの変動からみると 
GOF群では血中濃度にほぼ対応して増加している。 
GOE群は尿中濃度はやや高い。いずれの吸入麻酔剤で
も麻酔侵襲よりも手術侵襲の方がより大きな Stressと
して作用している。末梢静脈血中の Glucuronの濃度は
副腎皮質からの分泌，肝での酸抱合能，腎からの排池
能，末柏、組織での消費などにより影響をうけるといわれ
るが，最も特徴的な GOF，老年者群の麻酔終了時から
回復室に及ぶ血中濃度上昇傾向は代謝課程抑制によって
かなりの影響をうけていると考えられる。 
23.麻酔剤による左心室内圧上昇速度の変化 
0嶋村欣一，吉田豊，淵上隆
(千大麻酔科)
左心室の収縮力は大動脈弁開放前の左心室内圧上昇速
度のピークで表現できる。犬の実験でこの左心室内圧上
昇速度 L1P/ L1T と，大動脈内弛期圧を昇圧期 DAZまた
は緊張期 ASZで割った値 Po/DAZ，Po/ ASZとの相
関は，相関係数が 0.9424，0.7746で Pく0.01で強い相
関を示す。
そこで L1P/L1Tの Indexとして Po/ASZを用いて麻
酔剤による変化を検討した。
心抑制があまりないといわれる Etherと Cyclopro-
paneでは Po/ASZの変化は小さく， Etherでは臨床
でわずかに減少，犬でわずかに上昇した。 Cycloでは臨
床例で不変，犬でわずかに減少した。 
Fluothane，Penthraneでは臨床例でも犬でも明らか
に減少し，ことに犬で著明，また Penthraneでは 20分
間進行性に減少した。 
Thiopentalでも Po/ASZの減少は著明で，犬では投
与量が多いため回復傾向がみられない。静脈麻酔剤であ
るから一度過量に投与すると急には排池されないから，
臨床例では注意せねばならない。 
24.慢性硬膜下血腫手術例の反省
新島昭二， 0海老沼光治(上都賀病院外科)
症例 1: 54才，男，約 1カ月前に屋根から落ち，頭を
打ったが，大したことなかった。 5目前より左足IDI:に運
動障害をきたした。脳血管写にて両側慢性硬膜下血腫を
認めた。穿頭洗糠術を行なったが，症状増悪したため，
術後 10日目に， 右側血腫中心部にやや大きく穿頭し，
洗糠した。経過良好であったが，術後 1ヵ月後に，症状
悪化し，右前頭部に血腫を認めたが，脱水療法にて，急
速に回復した。症例 2: 62才，男，脳腫療の疑いにて紹
介された。入院時の脳血管写にて，左前頭部に大きな血
腫を認め，骨形成的関頭術を行なった。術後頭痛は軽減
したが，幅吐がしばしばあり，脱水療法を併用したとこ
ろ，むしろ症状を増悪させた。慢性硬膜下血腫の手術法
としては，従来穿頭洗糠法で充分であるとされていた
が，骨形成的関頭術にて直視下に充分内容を除去すべき
である。また術後の症状に対しては，血腫の再発か，残
存かあるいは低脳圧によるものか，充分わきまえて治療
すべきであろう。 
25.頭部外傷における精神症状とその意義について 
0彦坂泰治，土屋信(塩谷病院外科)
頭部外傷における精神症状についての報告は少ない
が，われわれは，過去 2年間の自験例 120例につき，精
神知覚性障害(意識障害， 錯覚， 幻覚)，精神内界障害
(健忘，観念連想障害，妄想，感情障害)に分けて考察
を行なった。譜妄は，意識障害の一部分とみなしうる
が，打撃方向は，前・側方からのものに見られ，後方か
らの l例は， Contre coupによる側頭葉損傷によるこ
とが，開頭所見，脳波によって認められた。逆行性健妄
および連想障害は，意識障害の持続と関係があるが，特
に，後者は前頭葉における脳挫傷例にみられた。われわ
れは，病的冗奮例にはカクテJレを使用しているが，クロ
{ルプロマ-:pンの血圧低下作用を考慮して，オプロマジ
ンにかえている。このカクテJレは， Coma以外の，ほと
んどすべての精神症状に有効である。さらに，後頭骨の
み intactの，鉢巻き骨折と， Broca中枢性の失語症を
伴った 8才男児の症例を報告した。 
26.最近 2年間に小川赤十字病院第外 1科における甲
状腺疾患手術例について 
0丸山卓治，天野茂，大越浩次
(小JI旧赤病院外科)
総数 13例。男:女 1: 120 年令は 15，，-，66才。左右別
は左 7，右 3，両側 3，病型分類では嚢腫 2，腺腫 2，
腺腫様甲状腺腫 2，中毒症 2，癌腫 3，慢性甲状腺炎2
である。術式は嚢腫例は刻出術でほかは亜全刻あるいは
全別を施行，臨床症状は全例腫癌を認めるが中毒症状は
少ない。	 B.M.R.は半数に允進を認める。次で興味ある 
3例を追加報告する。第 1例:41才，女，木様硬の甲状
腺腫で臨床症状ほと九ど無く，組織像は定型的リ{デjレ
氏甲状腺腫である。第 2例: 33才，女， 20才ころより全
体的腫大を認め，発汗，動s浮を訴える。 B.M.R.+10%， 
弾性硬の難卵大腫癌あり両側亜全易il施行，組織像は橋本
氏甲状腺腫である。第 3例: 61才，女， 25年前より左
